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■ 漸化式

a1 = p, a2 = q, an+2 = 2 an+1 − an (n ∈ N)

により定められる数列 { an } の一般項を求めるために，

A =

(
0 1
−1 2

)
; bn = an+1, xn =

(
an
bn

)
, n ∈ N

とおくと，上記の漸化式は xn+1 = Axn と表せ，xn = An−1 x0 により一般項 an が求まる．このとき，一

般項 an を実際に求めよ．

（解） 方程式 det(A − λE) = (λ − 1)2 = 0 の解が固有値であるから，A の固有値は λ = 1 である．

A − 1 · E ̸= O であるから，dimKer(A − E) = 1 である．連立方程式 (A − E)x = 0 の非自明な解として

v1 = (1, 1)T があり，連立方程式 (A − E)x = v1 の解として v2 = (1, 2)T がある．ここで，P = (v1,v2)

とおくと，

P−1AP =

(
1 1
0 1

)
であるから，

An = P

(
1 1
0 1

)n

P−1 =

(
1 1
1 2

)(
1 n
0 1

)(
2 −1
−1 1

)
=

(
1− n n
−n n+ 1

)
となる．したがって，一般項 an は An−1 x1 の第 1 要素であるから，

an = (2− n) p+ (n− 1) q

となる．
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